
【この度定員を上回る申し込みを頂きました。研修会の内容を一部ご紹介いたします】

令和2年7月30日(木)14:00～16:00　リバティホール　参加者：62名

テーマ：～地域で生きる～「新型コロナ　第２波に備えて体験を語ろう」パネルディスカッション

座　　　　　　長： 神戸市西区医師会　　　副会長　石原　健造氏

パネリスト： 神戸市西区医師会　　　副会長　中本　博士氏

神戸市西区歯科医師会　副会長　藤田　邦夫氏
神戸市西区薬剤師会　　理　事　中川　修一氏

兵庫県訪問看護ステーション連絡協議会　　　　　　西区担当　　　　　　長田　敏子氏

神戸市ケアマネジャー連絡会　　　　　　理　事　　　　　　　　　　　藪本眞理子氏

訪問介護事業所　かいごの森　　　　碇武由希子氏

　✧「情報伝達が最も大切」正しい新型コロナウイルス情報を理解する。飛沫感染、手洗いをし

　　っかり行う。正しい知識を伝える。

　✧何かあればかかりつけ歯科医師に相談ください。緊急事態宣言時も訪問歯科診療対応実施。

　　歯科医師・歯科衛生士は感染報告ありません。「見逃すな!お口のトラブル!」紹介。

　✧コロナ禍での訪問時エピソード紹介より訪問時の高齢者の気付きについて。

　　新型コロナウイルス感染防止におけるオンライン診療紹介。

　✧コロナ感染かもしれない場合の対応方法、コロナ感染の見極めにはサービス提供者の情報が

　　大切。コロナを正しく知る。マスクの使い方、濃厚接触者について。

　✧認知症者がコロナになったら誰がどうするのかが課題。代替サービス利用について。神戸市

　　高齢福祉課よりマスク・手洗いの仕方等について情報提供。

　✧コロナの背景を理解していない「家族・本人」への説明は誰が行うのか。疑いがある利用者

　　へのヘルパー派遣について。

《アンケートより》　　アンケート回収数：45（回収率86％）

　大変役に立つ 16人 36% 　できている 4人 10%

　役に立つ 27人 60% 　努力している 33人 73%

　どちらともいえない 1人 2% 　できていない 5人 11%

　役に立たない 0人 0% 　困っている 1人 2%

　無回答 1人 2% 　無回答 2人 4%

45人 100% 45人 100%

・コロナ対応の各職種の方々の大変さが伝わりました。訪問介護・訪問看護の方々本当に御苦労

　様です。中本医師のお話で過度に怖がらないということを前提に仕事に取り組みます。

・各分野での話が聞け、それぞれの立場でのコロナ対策や問題点等が良く理解できた。中本医師

　のお話は説得力があり、地域や利用者への正しい情報を提供していきたい。

・予防策の再確認ができた。基本対策についてセンター内で共有し対応を実践していきたい。

・他職種の方々が努力されている事を知りました。コロナ関連の貴重な経験談でした。

・コロナの感染について正しい知識が得られたので、是非伝達したいと思います。

　本日の研修会はあなたにとって役立つものでしたか？（自由記載）

西区医療介護サポートセンター

第10回医療･介護関係者の研修「多職種勉強会」報告

《内容》各専門職より新型コロナウイルスについてパネルディスカッション

本日の研修会は役立つものでしたか？ 医療介護の多職種連携は、進んでいますか？

合　計 合　計


